


























































































































































































































































































































































































































































た（ 日 下 : 1997, 1998, 2000, 2001, 2003, 2004, 
2007, 2009; Kusaka & Hirasaka:2003; Kusaka, 


















































































































⑶　開発項目 Tj ⑸の開発代替案 ajk（ j  =1,..,3 ; k =1,










⑸　各代替案 ajk の評価値 ujk は、AHP の一対比較
法によって評価されるものとする。すなわち、図
3 の第一階層の評価項目間の重みを wi（i  =1, 2；
w1 = w , w 2 = 1-w  )、各評価項目 Ei に対する開発
項目 Tj の重みを wij、各評価項目 Ei と開発項目
Tj に対する代替案 ajk 間の重みを wijk で表し、Tj
における代替案ajk の評価値をujk で表す。この時、
評価値 ujk は次式で与えられるものとする：
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第 q 番目の組み合わせ代替案（a 1q 1 , a 2q 2 , a 3q 3）
を a (q ) で表す。ここで、qj は、第 q 番目の組み合
わせ代替案の開発項目 Tj に関して、代替案 ajq j（j=1
～ 3; qj = 1,2,…,mj）が選択されていることを表す。
    3 　 　
さらに、  A (q )≡{a (q )} for ∀q  =1, 2, ..., Π mj　とする。   　　　   j=1   　




各代替案 ajq j に対して、評価値 ujq j が計算され、開





　   Σ c jqj ≦ c     ⑴　　j=1
によって表される。代替案 ajq j の開発期間を tjq j で
表すと、第 q 番目の組み合わせ代替案の製品開発期
間 zq の制約条件式は、前提条件⑹から
　　zq ＝ max tjq j  ≦ t    ⑵
 　   
j
によって与えられる。代替案 ajq j の評価値が ujq j に
よって表されることに留意すると、総合パフォーマ
ンスは
　　 3   





                    　       3               
　Maximize          Σ ujqj   ⑷
       a(q ) ∈A (q )  j=1
                         3
　Subject to    Σ c jqj ≦ c                                         j=1                         
　　　　　　　　  z q  ≦ t  
　すなわち、
　　       　　　　　 3
　Maximize　　　 Σ u jqj     ⑸
　  a (q ) ∈A (q/t )    j=1
                            n  
　Subject to       Σ c jqj ≦ c  ,                　　　　　　     j=1
3 　 　
　where  A (q/t )≡{a (q )|z q ≦t } for ∀q  =1, 2, ..., Π mj
  j=1   　













































































































図 4　表 1 のデータに基づく CPC
図５　w  = 0.8 と w  = 0.2 の CPC















s1 と s2 の短い開発期間が製品開発に反映されない
ことになる（長い開発期間に引きずられて、人的資
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